
平成23年 第　 号 

初
日
に
、
市
長
か
ら
平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
平
成
23
年
度
予
算
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
及
び

条
例
の
制
定
な
ど
議
案
22
件
、
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件
の
委
員
会
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
に
は
、
議
案
の
常
任
委
員
会
付
託
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
と

同
委
員
会
へ
の
平
成
23
年
度
予
算
関
連
議
案
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

７
日
、
８
日
、
９
日
に
は
各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
13
件
、
継
続
審
査
中
の
も
の
を
含
む
陳
情
２
件
の
審
査
と
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

14
日
に
は
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
の

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
後
、
議
案
14
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
陳

情
は
１
件
が
採
択
、
１
件
は
不
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
14
日
、
15
日
、
16
日
に
は
12
人
が
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、

そ
の
後
、
市
長
よ
り
追
加
議
案
１
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

22
日
、
23
日
、
24
日
に
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
７
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
28
日
に
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案

９
件
及
び
諮
問
１
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
発
議
の
意
見
書
の
提
案
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
定
例
会

3
月
定
例
会

2
月
２３
日
〜
3
月
２８
日

（
会
期
３４
日
間
）

平成23年 第3回（6月招集）定例会会期（案）
【会期】平成23年6月8日（水）から6月28日（火）までの21日間

曜日
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

日
6/  8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

区　　分
本会議
休会（議案調査のため）
休会（議案調査のため）
休日
休日
休会（議案調査のため）
本会議（一般質問）
休会（議案調査のため）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
休日
休日
本会議（一般質問予備日）
休会（議案調査のため）
総務企画常任委員会
文教福祉常任委員会
建設経済常任委員会
休日
休日
休会（総合調整のため）
本会議

傍聴
○

○

○
○

○

○
○
○

○

＊第3回定例会の一般質問通告一覧表は6月6日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所議会事務局までお問い合わせください。
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そでがうら議会だより第 146 号 平成２３年（2011年）５月１日 （2）

次ページへつづく←

各委員会では、付託案件、陳情の審査や
所管事務調査が行われました。

【議　　案】
s議案第1号 袖ケ浦市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び袖

ケ浦市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q規定を設けることに対する考え方

w職場代表者の選出方法と周知方法
e部署間の応援状況
r導入後の管理職手当の変更状況
t県下の導入状況

s議案第6号 平成22年度袖ケ浦市一般会計補正予算(第6号)
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 qバス路線整備事業の状況と利用者増への改善策

w市有地売り払い収入の場所と理由
e千葉国体実施に対する評価
r総体的な執行残
t一般職人件費削減による地域経済への影響
y防犯灯設置管理事業の1月補正との兼ね合い
u低所得者扶助事業の利用者の現状
i後期高齢者健康診査受診者減の理由
o大気保全・水質保全対策事業費の減額理由
!0ごみ指定袋制事業の手数料
!1予防接種事業の増加内容
!2都市計画税の使用先
!3共同電線溝の効果
!4中学校管理工事費
!5施設予約システムの共同利用
!6消火栓の修繕

s議案第21号 千葉市ほか10市1町8一部事務組合消防指令事務協議会
規約の制定に関する協議について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q規約を構成する団体の範囲

w災害情報の集積
e今後の協議会の活動
rデジタル化との関連とそのメリット
t安定した体制への影響

総務企画常任委員
委 員 長　田邊恒生
副委員長　片倉憲太郎
委　　員　前田美智江／茂木芳和／榎本雅司／阿津文男

篠 典之／石井俊夫

総務企画常任委員会
3月7日開催　付 託 案 件

【議　　案】
s議案第2号 袖ケ浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制

定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）

s議案第7号 平成22年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算
（第3号）

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q特定健康診査等事業費が減額になった理由

w特定健診受診率の目標達成の見込み及び目標が達
成されなかった場合のペナルティー

e特定健診受診率を向上させる対策
r他市における特定健診受診率
t一般職人件費が減額になった理由
y一般被保険者国民健康保険税が減額になった理由
u保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）が増額にな
った理由

i保険証更新事業が減額になった理由
o保険証の更新枚数が減った理由
!0短期被保険者証の郵送料金
!1国民健康保険税滞納世帯への保険証の交付

s議案第8号 平成22年度袖ケ浦市老人保健特別会計補正予算（第2
号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q一般職人件費が減額になった理由

s議案第9号 平成22年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q一般職人件費が減額になった理由

w保険基盤安定繰入金が減額になった理由

s議案第10号 平成22年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第2
号）

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q介護サービス等諸費及び介護予防サービス等諸費

が減額になった理由
w介護サービス利用者の減少と要介護認定者数との
関連

e介護予防サービスの内容及び今後の見通し
r要支援認定者の人数
t一般職人件費が減額になった理由
y包括的支援事務費が減額になった理由
u高齢者実態把握調査の今後の対応
i介護給付等費用適正化事業が減額になった理由
oケアプランの調査確認方法

3月8日開催　付 託 案 件

文教福祉常任委員会
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そでがうら議会だより（3） 平成２３年（2011年）５月１日 第 146 号

次ページへつづく←

【所管事務調査】
s公共下水道事業の使用料改定について
s農業集落排水事業の使用料改定について

【議　　案】
s議案第3号 袖ケ浦市農業集落排水処理施設条例及び袖ケ浦市農業

集落排水処理施設のうち流末を公共下水道へ接続する
区域の管理条例の一部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主な質疑 q集落排水事業特別会計における償還金及び未償還

残高の状況
w一般会計繰入金の今後の見通し
e公共料金の値上げが続くことに対する考え方
r使用料金値上げによる収入の増加額
t集落排水への接続の同意率
y使用料金値上げによる集落排水接続への影響

s議案第4号 袖ケ浦市下水道条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主な質疑 q汚泥の資源化への取り組み

w基本使用料金の算定方法及びその見直しの考え方
e今回の使用料金改定の一番大きな理由
r市債管理基金の積み立てに対する考え方
t使用料金の定期的な見直しができなかった理由
y汚泥の肥料化による経営効果

s議案第11号 平成22年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第2号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主な質疑 q農業集落排水分担金の増額の理由及び次年度以降

の状況
w使用料金の未納者
e受託事業収入が減額になった理由

s議案第12号 平成22年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算
（第1号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主な質疑 q補助事業債及び単独事業債が減額になった理由

w幹線管渠建設改良事業が減額になった理由

s議案第13号 平成22年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第3号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主な質疑 q給水戸数及び給水量が減少している理由及び今後

の見通し
w給水収益が減少している理由
e給水量の減少と水道メーターの改造との関連
r君津広域水道企業団受水費の値下げによる影響

【陳　　情】
s陳情第18号 容器包装リサイクル法を見直し、発生抑制と再使用を

促進するための仕組みの検討を求める陳情
・採決の結果 採択（全員賛成）
・主 な 質 疑 q容器包装リサイクルの現状及びデポジット制度に

対する考え方
w容器包装の分別収集及び選別保管にかかる費用
eマイバック利用促進事業の取り組み状況

【所管事務調査】
s袖ケ浦市代宿土地区画整理組合の状況と今後の予定について
s消滅時効の期間を経過した水道料金債権の放棄の専決処分について

建設経済常任委員
委 員 長　立原　勇
副委員長　篠 龍夫
委　　員　長谷川重義／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦

遠山　修／露 信夫

建設経済常任委員会
1月27日開催

3月9日開催　付 託 案 件

【議　　案】
s議案第14号 平成23年度袖ケ浦市一般会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q東北地方太平洋沖地震被災者への支援体制

w災害に対する対策状況
e防災行政無線が聞こえない地区への代替方法
r自治会未加入者への防災対策
t来年度予算編成の特徴
y臨時財政対策債の経緯と今後の取り扱い
u市政情報室の活用状況
i固定資産評価員室

3月22日、23日、24日開催　付 託 案 件

予算審査特別委員会

【陳　　情】
s陳情第16号 小学校教師のありかたについて
・採決の結果 不採択（賛成なし）
・主 な 質 疑 q指導力不足教員の判断方法及び保護者から申し出

があった場合の対応
w指導力不足教員と判断された場合の学校長の取り
扱い

e保護者や児童からの相談窓口
r制度の適正な運用

t検察庁における事件の状況
y教育委員、学校評議員、PTA等からの意見
u学校側と保護者との話し合いの場

文教福祉常任委員
委 員 長　神 寛
副委員長　佐藤麗子
委　　員　佐久間清／励波久子／笹生　猛／小野光正

岡田　實／渡辺　盛
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そでがうら議会だより第 146 号 平成２３年（2011年）５月１日 （4）

【議　　件】
(1)これまでの会議経過報告について
(2)委員会の調査研究事項について

【議　　件】
(1)資料請求について
(2)高須区との懇談経過報告について
(3)火葬場建設の市のめざすべき方向性について

（仮称）そでがうらメモリアルパーク検討特別委員
委 員 長　榎本雅司
副委員長　阿津文男
委　　員　長谷川重義／篠 龍夫／茂木芳和／片倉憲太郎

神 寛／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦
篠 典之／岡田　實

o市税徴収率向上
!0市民安全パトロールの効果
!1生活保護の現状把握と問題点、自立状況
!2理容師派遣
!3子ども手当と児童手当
!4メモリアルパーク建設への姿勢
!5障害児を受け入れる放課後児童クラブへの補助
!6活力年齢の若返り推進への取り組み
!7空き缶ポイ捨て防止への新たな効果向上策
!8ゴミ袋の記名制
!9かずさクリーンシステムのごみ処理費用削減策
@0ピロリ菌検査検討
@1予防接種事業での情報提供方法
@2子宮頸がんワクチンの安全性についての周知方法
@3不法投棄された廃タイヤ処分の市の対応
@4在宅当番医事業の状況
@5海側土地区画整理事業での液状化現象及び津波へ
の対策

@6一店逸品事業のねらいと今後の展開
@7農業後継者の現状と市の今後の方針
@8ゆりの里の状況と次期指定管理者選定
@9農業センターとセンターの今後の運営
#0新規就農者の状況
#1地元雇用奨励金交付事業の利用状況
#2神納谷市営住宅の今後
#3住宅リフォーム助成
#4県道整備の優先順位
#5農業者に対するTPP対応
#6ゆりの里の初期目的達成度
#7第2湾岸線の現状
#8袖－1グランプリ結果の今後の活用
#9広域農道における大型車への対策
$0救急救命士の充足状況
$1耐震貯水槽の設置状況
$2今回の震災に対する消防の派遣協力体制
$3放課後こども教室事業の今後の展開
$4体験活動推進事業の見直し点と重点項目
$5さわやか教員の評価と今後の方針
$6給食残渣（ざんさ）の減量対策とその活用方法
$7給食センター運営上の質の確保
$8公民館使用料
$9図書館資料購入状況と費用減の影響
%0中学校ソーラン交流会
%1武道教育の取り組み方針
%2学校防犯カメラの利用
%3教育支援教室対象年齢
%4教職員住宅の地震被災者への提供

s議案第15号 平成23年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q短期保険証と資格証の交付状況

w国保税滞納の取り組み状況
e特定検診受診状況
r人間ドックの受診率向上策
t人間ドック助成に対する考え方
y医療費通知
u窓口減免制度

s議案第16号 平成23年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q滞納状況と滞納者の対応状況

s議案第17号 平成23年度袖ケ浦市介護保険特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q予算額の増額見込み

w施設入所待機者の解消方法
e地域支援事業費の削減理由
r減免制度
t軽度介護者の取り扱い
y紙おむつ支給

s議案第18号 平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q平岡地区のコンポスト削減

w加入率増加の方策

s議案第19号 平成23年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q料金の技術的抑制に対する検討

w下水処理のプロセス
e地震に対する対応
r市街化区域外の水洗化

s議案第20号 平成23年度袖ケ浦市水道事業会計予算
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q放射能の測定状況

w市民への情報伝達手段

予算審査特別委員
委 員 長　福原孝彦
副委員長　茂木芳和
委　　員　佐久間清／前田美智江／長谷川重義／篠 龍夫

佐藤麗子／吉岡淳一／塚本幸子／立原　勇
篠 典之／岡田　實／石井俊夫

（仮称）そでがうらメモリアルパーク
検討特別委員会

2月3日開催

3月30日開催
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Ｑ
結
婚
相
談
の
件
数
と
結

婚
成
立
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
相
談
件
数
は
平
成
21
年

度
889
件
、
平
成
22
年
度

736
件（
一
月
末
）で
結
婚
成
立

は
い
ず
れ
も
3
件
で
す
。

Ｑ
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
企

画
で
相
手
探
し
を
手
伝

わ
な
い
か
。

Ａ
結
婚
相
手
探
し
の
き
っ

か
け
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
環
境
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
子
育
て
支
援
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
の
効
果

と
所
得
制
限
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

地
域
社
会
全
体
で
子
育

て
支
援
す
る
機
運
の
醸

成
に
繋
が
る
も
の
で
、
所
得

制
限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
保
育
時
間
の
更
な
る
延

長
や
病
児
保
育
の
充

実
、
小
学
校
給
食
費
の
無
料

化
等
こ
そ
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
児
童
福
祉
分
野
や
学
校

教
育
分
野
等
で
子
育
て

関
連
施
策
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
順
次
廃
止
と
な
る
街
頭

消
火
器
設
置
事
業
に
代

わ
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
効
果
を
伺
う
。

Ａ
市
内
で
の
奏
効
事
例
は

な
く
、
他
市
で
は
警
報

音
で
早
期
発
見
し
、
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

一
般
住
宅
で
は
42
％
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
住
宅
で
は
82
％
で
し
た
。

Ｑ
普
及
率
向
上
に
向
け
て

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ
自
治
会
で
の
共
同
購
入

依
頼
や
訪
問
調
査
、
広

報
等
で
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

長
谷
川
重
義
議
員

市
民
の
福
祉
向
上
を
目
指
す
相
談
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

Ｑ
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
、
さ
り
げ
な
い
見
守
り

や
声
か
け
に
よ
る
見
守
り
事

業
を
実
施
し
な
い
か
。

Ａ
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
を
強
化
し
、
日
常

的
な
見
守
り
体
制
の
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
早

期
に
見
守
り
や
支
援
、
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ
孤
独
死
や
高
齢
者
の
所

在
不
明
や
虐
待
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
65
歳
以
上
の
高
齢
者
全

体
の
実
態
把
握
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
度

に
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
と

し
た
調
査
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

残
土
条
例
の
改
正
を

Ｑ
残
土
処
分
場
建
設
は
、

環
境
汚
染
の
心
配
等
か

ら
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶

え
な
い
。
市
独
自
の
条
例
改

正
を
制
定
し
な
い
か
。

Ａ
残
土
条
例
の
改
正
に
向

け
、
公
共
工
事
や
民
間

の
建
設
工
事
等
で
発
生
す
る

残
土
の
処
分
の
あ
り
方
、
地

域
住
民
の
不
安
の
解
消
や
住

民
同
意
の
あ
り
方
、
安
全
な

埋
め
立
て
が
で
き
る
よ
う
な

検
査
内
容
等
に
つ
い
て
、
広

く
意
見
を
求
め
な
が
ら
議
論

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
改
正
は
い
つ
頃
を
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
君
津
市
が
平
成
23
年
度

中
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
大
き
な
差
が
開
か
な
い

時
期
に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

塚
本
幸
子
議
員

新
た
な
高
齢
者
見
守
り
制
度
の
構
築
を

Ｑ
小
中
学
校
等
の
耐
震
診

断
で
、
改
善
を
要
す
る

と
さ
れ
な
が
ら
、
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
。
子
ど
も
達
の

事
を
考
え
る
と
予
算
を
前
倒

し
し
て
で
も
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ
小
中
学
校
を
最
優
先

に
、
校
舎
棟
、
屋
内
運

動
場
の
順
に
対
応
し
、
数
年

後
に
完
了
予
定
で
、
現
状
前

倒
し
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
旧
庁
舎

は
、
共
に
耐
震

性
に
問
題
が
あ

り
、
平
成
24
年

度
に
改
善
計
画

を
作
る
予
定
で

す
。

耕
作
放
棄
地
の
利
用
に
つ
い

てＱ
市
内
の
耕
作
放
棄
地
の

利
用
推
進
と
今
後
増
加

す
る
元
気
な
若
い
定
年
退
職

者
を
結
ん
だ
政
策
を
考
え
な

い
か
。

Ａ
市
で
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
自
走
式
草
刈
り
機

の
貸
出
し
や
そ
の
後
地
域
農

業
推
進
協
議
会
や
農
業
委
員

会
の
耕
作
放
棄
地

対
策
部
会
等
で
、

現
農
業
者
を
主
体

に
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
定
年
退

職
者
向
け
に
は
、

県
が
農
業
希
望
者

に
対
し
、
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
放
棄
地
の
地
権
者

の
意
向
や
農
地
の
状
態
な

ど
、
様
々
な
こ
と
か
ら
就
業

面
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
てＱ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
待
ち
が
現
状
200

名
以
上
と
聞
い
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

Ａ
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
2
カ
所

の
増
設
、
老
人
保
健
施
設
、

2
カ
所
の
増
床
な
ど
で
145
床

対
応
し
、
更
に
近
隣
で
受
け

入
れ
可
能
な
施
設
の
空
き
を

利
用
し
、
不
足
分
の
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

篠

龍
夫
議
員

学
校
等
の
公
共
施
設
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

Ｑ
自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
自
主
防
災
組
織
は
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
、

地
区
で
の
防
災
訓
練
、
防
災

資
機
材
等
の
定
期
点
検
や
危

険
箇
所
の
確
認
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
市
で

は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
登

録
情
報
を
自
主
防
災
組
織
等

と
共
有
し
、
要
援
護
者
の
所

在
把
握
や
支
援
活
動
を
通
し

て
、
組
織
の
活
動
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
長
浦
商
店
会
街
路
灯
の

再
点
灯
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
長
浦
商
店
会
を
３
商
店

会
に
分
け
、
会
員
の
増

強
を
図
り
点
灯
基
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
点
灯
ま
で
長

期
間
を
要
す
る
箇
所
あ
る
い

は
点
灯
が
不
可
能
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
想
定
さ
れ
る
場
合

は
、
市
民
の
安
全
、
安
心
を

優
先
し
ま
し
て
、
点
灯
の
設

置
に
つ
い
て
防
犯
灯
の
所
管

部
署
と
協
議
を
し
て
い
き
ま

す
。

市
内
公
共
交

通
に
つ
い
て

Ｑ
デ
マ
ン

ド
型
乗

り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
増
や
収
支
率

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

Ａ
利
用
者
の
伸
び
悩
み
の

理
由
と
し
て
、
認
知
度

が
低
い
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
広
報

紙
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の

周
知
を
図
る
こ
と
と
、
利
用

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
て
、
改
善
点
の
把
握
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
利

便
性
の
高
さ
を
積
極
的
に
広

報
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

佐
久
間
清
議
員

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
こ
こ
数
年
で
庁
内
で
は

大
幅
な
人
事
構
成
が
変

化
す
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、

よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
の
人

材
育
成
を
ど
の
よ
う
に
構
築

し
、
安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
か

伺
う
。

Ａ
人
材
育
成
方
針
に
お
い

て
、
管
理
監
督
者
の
管

理
能
力
要
件
と
し
て
、
応

対
・
折
衝
力
、
部
下
の
指

導
・
育
成
力
、
監
督
・
統
率

力
の
3
点
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
業
務
の
遂
行
に
当
た
っ

て
、
組
織
の
内
外
を
問
わ
ず

理
解
や
協
力
を
求
め
な
が
ら

調
整
を
図
り
、
か
つ
部
下
に

対
し
て
は
育
成
的
視
点
に
立

っ
て
、
公
平
な
目
で
能
力
を

評
価
し
、
評
価
を
通
じ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
業
務
の

課
題
や
問
題
、
部
下
の
健
康

状
態
や
人
間
関
係
な
ど
の
職

場
環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら

組
織
を
運
営
す
る
能
力
、
担

当
レ
ベ
ル
の
職
員
と
は
違
う

能
力
で
あ
る
組
織
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
力
量
を
要
求
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
全
職
員
の
業
務
に
対
す

る
意
欲
を
喚
起
す
る
上

で
、
能
力
、
実
績
重
視
に
よ

る
人
事
評
価
制
度
が
平
成
19

年
度
か
ら
主
査
へ
の
昇
任
試

験
を
実
施
し
て
い
る
が
、
実

施
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

職
員
に
と
っ
て
昇
格
の

士
気
を
高
め
、
組
織
を

活
性
化
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
課
題
と

し
て
は
、
不
合
格
者
や
受
験

断
念
者
が
責
任
の
高
い
職
で

自
ら
の
可
能
性
を
試
す
意
欲

を
失
う
と
、
組
織
の
停
滞
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

片
倉
憲
太
郎
議
員

行
政
組
織
の
取
り
組
み
と
人
事
管
理
制
度

平成23年 第2回（2月招集）

袖ケ浦市議会定例会
一般質問日程

質問順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

議　員　名

長谷川　重　義

塚　本　幸　子

篠　 龍　夫

佐久間　　　清

片　倉　憲太郎

田　邊　恒　生

福　原　孝　彦

吉　岡　淳　一

篠　 典　之

神　 寛

前　田　美智江

露　 信　夫

石　井　俊　夫

質問日

3月14日

3月14日

3月14日

3月15日

3月15日

3月15日

3月15日

3月15日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日

3月16日
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Ｑ
値
下
げ
内
容
は
。

Ａ
本
年
4
月
か
ら
基
本
料

金
を
1
k
当
た
り
87.2
円

を
80
円
に
、
約
6.5
％
値
下
げ

が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
度
で

約
6
千
万
円
の
減
額
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
5
％
以
上
の

高
金
利
企
業
債
、
約
128
億
円

の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た

め
、
大
幅
な
利
益
が
生
じ
還

元
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
市
民
へ
の
還
元
策
と
し

て
値
下
げ
を
行
わ
な
い

か
。Ａ

近
年
、
節
水
・
少
量
消

費
社
会
へ
の
移
行
が
著

し
く
収
益
が
当
初
見
込
み
よ

り
下
回
る
厳
し
い
状
況
で
す

の
で
、
水
道
料
金
の
値
下
げ

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
子
育
て
環

境
日
本
一
」
の
達
成
評
価
に

つ
い
て

Ｑ
「
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
」
の
評
価
は
。

Ａ
開
始
し
た
平
成
21
年
度

の
医
療
費
は
6
千
万
円

で
実
施
前
に
較
べ
1.5
倍
で
す

が
、
お
子
様
の
傷
病
に
対
す

る
支
援
の
面
で
安
心
感
を
お

持
ち
い
た
だ
け
、
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
保
育
所
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
の
達
成
状
況
は
。

Ａ
「
白
ゆ
り
保
育
園
」
を

4
月
か
ら
開
所
予
定
で

す
が
、
こ
れ
を
含
め
現
時
点

で
8
名
程
度
生
じ
る
見
込
み

で
す
。

Ｑ
保
育
所
の
入
所
体
制
は

日
本
一
か
。

Ａ
入
所
要
件
で
近
隣
市
に

較
べ
就
労
証
明
が
い
る

同
居
親
族
の
年
齢
が
一
番
高

く
、
今
後
見
直
し
ま
す
。
保

育
時
間
も

公
立
に
お

い
て
若
干

短
い
状
況

で
す
。

Ｑ
昭
和
小
の
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
の
成
果
と

展
開
は
。

Ａ
来
年
は
根
形
小
で
も
実

施
し
、
様
子
を
見
て
順

次
拡
大
し
ま
す
。

田
邊
恒
生
議
員

君
津
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の

受
水
費
値
下
げ
の
市
民
へ
の
還
元
に
つ
い
て

Ｑ
患
者
を
乗
せ
た
ま
ま
90

分
以
上
も
救
急
車
は
動

か
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

重
篤
患
者
に
つ
い
て
は
早
期

に
受
入
れ
病
院
が
決
ま
ら
な

い
の
は
問
題
で
あ
る
。
救
急

搬
送
の
状
況
に
つ
い
て

Ａ
平
成
22
年
度
の
搬
送
人

員
は
2
千
297
人
で
、
重

症
が
97
人
、
死
亡
そ
の
他
が

40
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
応

急
処
置
後
に
病
院
を
選
定

し
、
病
院
と
の
交
渉
に
手
間

取
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

救
急
処
置
の
向
上
に
努
め
ま

す
。Ｑ

消
防
と
し
て
受
入
れ
病

院
に
対
す
る
改
善
策

は
。Ａ

よよ
りり
良良
いい
救救
急急
体体
制制

をを
目目
標標
にに
医医
療療
機機
関関

とと
のの
連連
携携
強強
化化
にに
努努
めめ
まま

すす
。。

川
原
井
林
線
に
信
号
を

Ｑ
川
原
井
林
線
と
国
道
四

〇
九
号
と
の
交
差
部
は

信
号
機
の
設
置
が
必
要
で

は
。Ａ

部
分
供
用
の
時
点
で
は

設
置
は
行
わ
な
い
が
、

全
線
の
完
了
時
点
で
は
警
察

と
協
議
を
行
い
要
望
し
ま

す
。

横
田
市
街
地
の
バ
イ
パ
ス
路

線
はＱ

市
道
三
箇
横
田
線
に
つ

い
て
は
、
国
道
四
〇
九

号
に
接
す
る
横
田
下
望
陀
線

や
平
川
中
学
校
前
の
道
路
の

延
伸
計
画
を
進
め
、
横
田
市

街
地
の
バ
イ
パ
ス
の
役
割
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
2.1
キ
ロ
の
整
備
計
画
の

う
ち
1
工
区
を
優
先
整

備
し
、
2
工
区
の
計
画
に
あ

わ
せ
て
横
田
下
望
陀
線
の
検

討
を
進
め
ま
す
。
平
川
中
学

校
か
ら
国
道
四
〇
九
号
ま
で

は
県
に
要
望
す
る
他
、
特
定

財
源
確
保
に
よ
る
整
備
計
画

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

福
原
孝
彦
議
員

消
防
の
救
急
体
制
は

Ｑ
市
民
が
市
内
業
者
に
よ

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

し
た
際
、
市
が
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
地
域
活
性
化
策

と
し
な
い
か
。

Ａ
消
費
を
促
し
、
住
宅
関

連
受
注
増
が
見
込
ま

れ
、
一
定
の
経
済
波
及
効
果

は
期
待
で
き
ま
す
が
、
木
造

住
宅
耐
震
助
成
や
平
成
24
年

度
ま
で
住
宅
取
得
奨
励
金
も

あ
り
、
県
や
他
市
の
動
向
を

見
て
調
査
、
研
究
し
ま
す
。

駅
海
側
開
発
破
綻
の
場
合
の

取
り
決
め
は

Ｑ
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区

画
整
理
組
合
事
業
業
務

代
行
業
者
の
責
任
と
破
綻
し

た
際
の
取
り
決
め
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
組
合
設
立
準
備
委
員

会
、
㈱
奥
村
組
、
㈱
竹

中
土
木
の
三
者
で
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。
竹
中
土
木
の

参
入
で
リ
ス
ク
が
軽
減
し
た

と
考
え
ま
す
。
現
段
階
で
破

綻
し
た
場
合
に
つ
い
て
ま
で

締
結
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
事
業
計
画
書
の
資
金
計

画
で
は
、
11
万
2
千
200

G
の
保
留
地
を
1
G
あ
た
り

4
万
8
千
円
、
合
計
53
億
8

千
500
万
円
で
販
売
す
る
が
、

見
込
額
で
売
れ
な
か
っ
た
際

ど
う
な
る
か
、
認
可
前
に
取

り
決
め
内
容
を
市
民
に
明
ら

か
に
し
な
い
か
。

Ａ
あ
く
ま
で
、
業
務
代
行

予
定
者
が
保
留
地
を
引

き
取
る
前
提
で
す
。
市
民
に

は
、
広
報
な
ど
で
、
で
き
る

だ
け
進
捗
状
況
を
周
知
し
ま

す
。

固
定
資
産
評
価
員
室
の
経
緯

Ｑ
以
前
は
収
入
役
室
だ
っ

た
部
屋
を
固
定
資
産
評

価
員
室
と
し
て
使
用
し
て
い

る
経
緯
は
。

Ａ
収
入
役
廃
止
で
平
成
18

年
8
月
31
日
に
退
任
さ

れ
た
後
、
固
定
資
産
評
価
員

室
と
し
て
い
ま
す
。

篠

典
之
議
員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
地
域
活
性
化
を

Ｑ
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
者
は
無

料
に
な
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
高
齢
者
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
公
費
助

成
し
な
い
か
。

Ａ
国
は
定
期
の
予
防
接
種

と
し
て
検
討
し
て
い
る

た
め
、
市
単
独
で
の
助
成
は

行
わ
ず
、
国
の
動
向
を
注
視

し
ま
す
。

Ｑ
不
妊
治
療
の
公
費
助
成

が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

ど
の
よ
う
に
周
知
促
進
す
る

の
か
。

Ａ
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、
不
妊
治
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
や

申
請
窓
口
に
お
い
て
、
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま

す
。Ｑ

不
育
症
治
療
の
保
険
適

用
を
国
に
要
望
し
、
市

独
自
の
公
費
助
成
を
し
な
い

か
。Ａ

国
は
保
険
適
用
等
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
時

点
で
は
保
険
適
用
の
要
望
や

市
に
よ
る
公
費
助
成
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

Ｑ
市
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に

つ
い
て

Ａ
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
普
及
す
る
こ

と
は
自
己
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
り
、
薬
剤
費
の
抑
制
、

医
療
費
全
体
の
軽
減
に
貢
献

で
き
る
の
で
、
周
知
啓
発
に

努
め
促
進
を
図
り
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て

Ｑ
増
加
す
る
生
活
保
護

者
、
自
立
に
向
け
て
十

分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
る
の

か
。Ａ

個
々
の
ケ
ー
ス
は
複
雑

多
様
化
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
限
ら
れ
た
人
員
の
中

で
被
保
護
者
の
自
立
に
向
け

た
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

神

寛
議
員

施
政
方
針
に
問
う
。
保
険
医
療
に
つ
い
て

Ｑ
市
民
が
安
心
し
て
接
種

で
き
る
よ
う
に
安
全
性

や
有
効
性
な
ど
の
正
し
い
情

報
の
啓
発
を
周
知
し
な
い
か

伺
う
。

Ａ
3
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

既
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
奨
を

受
け
、
100
カ
国
以
上
で
接
種

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
報

紙
や
Ｈ
Ｐ
、
ポ
ス
タ
ー
等
で

周
知
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

子
宮
が
ん
予
防
の
視
点
で
講

演
会
等
の
開
催
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
教
育
現
場
で
の
が
ん
予

防
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
一
つ
の
疾
病
だ
け
で
な

く
、
教
育
現
場
で
幅
広

い
保
健
指
導
を
目
指
す
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
行
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

家
庭
や
社
会
へ
の
復
帰
を
目

指
す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
誘
致
を

Ｑ
脳
梗
塞
、
脳
出
血
等
の

病
気
で
倒
れ
た
場
合
、

急
性
期
を
病
院
で
過
ご
す

が
、
そ
の
後
の
回
復
期
の
リ

ハ
ビ
リ
支
援
体
制
が
不
十
分

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
現
在
君
津
保
健
医
療
圏

に
は
、
こ
れ
を
行
う
医

療
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
24
年
、
市
内
の
病
院
で

整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
利
用

し
や
す
い
窓
口
対
応
を

Ｑ
市
民
が
行
き
来
す
る
こ

と
な
く
、
一
カ
所
で
対

応
す
る
総
合
窓
口
は
、
事
務

手
続
き
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

と
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
が

期
待
で
き
る
と
思
う
が
、
取

り
組
ま
な
い
か
。

Ａ
福
祉
の
窓
口
で
は
、
お

客
さ
ま
を
移
動
さ
せ

ず
、
一
カ
所
で
事
務
処
理
が

で
き
る
よ
う
指
導
の
徹
底
を

し
て
い
き
ま
す
。

前
田
美
智
江
議
員

生
命
を
守
る
3
種
（
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
）
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
財
政
の
硬
直
化
、
経
常

収
支
比
率
の
悪
化
に
つ

い
てＡ

事
務
事
業
総
点
検
に
取

り
組
み
、
枠
配
分
に
加

え
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
近

隣
市
と
の
比
較
に
よ
り
圧
縮

で
き
る
部
分
を
見
直
し
、
健

全
財
政
に
努
め
ま
す
。
経
常

収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

市
税
の
増
収
策
、
経
常
経
費

削
減
を
今
後
行
い
目
標
値
に

努
め
ま
す
。

Ｑ
都
市
計
画
税
に
よ
る
都

市
計
画
に
つ
い
て

Ａ
都
市
計
画
事
業
や
土
地

区
画
整
理
事
業
等
を
行

う
た
め
の
費
用
に
充
て
る
た

め
に
課
す
る
地
方
税
で
、
一

般
財
源
に
占
め
る
割
合
は

36.5
％
、
土
地
利
用
が
難
し
い

土
地
に
対
し
て
は
減
額
補
正

を
し
て
い
ま
す
。

都
市
環
境
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
未
利
用
地
の
解
消
及
び

狭
隘
道
路
整
備
に
つ
い

てＡ
モ
デ
ル
地
区
以
外
は
実

施
で
き
て
い
な
い
の

で
、
精
査
、
点
検
、
問
題
点

を
整
理
し
て
要
綱
を
見
直

し
、
市
街
地
区
内
の
狭
隘
道

路
の
解
消
に
努
力
し
ま
す
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
耕
畜
連
携
、
自
然
環
境

機
能
の
増
進
、
強
化
に

つ
い
て

Ａ
稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲
に

は
、
堆
肥
散
布
交
付
金

が
交
付
さ
れ
、
耕
畜
連
携
に

よ
る
堆
肥
の
活
用
、
減
化
学

肥
料
、
有
機
肥
料
栽
培
普
及

拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
横
田
ほ
場
整
備
事
業
区

域
の
農
道
舗
装
に
つ
い

てＡ
ほ
場
整
備
事
業
完
了
区

域
の
農
道
舗
装
を
優
先

し
て
実
施
し
ま
す
。

露

信
夫
議
員

財
政
運
営
に
つ
い
て

※
稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲

葉
や
茎
と
実
を
一
緒
に
収
穫

し
て
発
酵
さ
せ
、
飼
料
用
と

し
て
利
用
す
る
稲

議会だより5/1  11.4.22 16:26  ページ 7



そでがうら議会だより（7） 平成２３年（2011年）５月１日 第 146 号

Ｑ
市
の
出
先
機
関
で
県
派

遣
職
員
が
懸
命
に
袖
ケ

浦
市
の
た
め
に
働
い
て
、
本

来
責
任
の
な
い
間
違
い
を
上

司
に
執
拗
に
責
め
ら
れ
傷
を

負
い
ま
し
た
。
こ
の
対
応
を

さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ
上
司
は
異
動
さ
せ
ま
し

た
が
、
派
遣
職
員
に
は

対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
こ
れ
は
考
慮
の
な
い
人

事
が
起
因
し
た
人
災
で

あ
り
、
ま
た
、
問
題
解
決
を

先
送
り
し
た
こ
と
が
事
を
大

き
く
し
た
原
因
と
思
う
が
市

の
考
え
は
。

Ａ
今
回
は
極
め
て
ま
れ
な

事
例
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
人
事
の
問
題
は
答
弁

を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。Ｑ

市
の
一
方
的
な
責
任
の

中
で
発
生
し
た
事
件
で

あ
り
被
害
者
に
は
市
と
し
て

当
然
、
謝
罪
、
補
償
を
す
べ

き
と
思
う
が
。

Ａ
顧
問
弁
護
士
と
も
パ
ワ

ハ
ラ
で
数
回
、
協
議
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
因
果

関
係
で
無
理
と
の
こ
と
で

す
。

Ｑ
市
長
は
組
織
の
中
で
問

題
が
生
じ
て
も
解
決
の

姿
勢
が
見
え
ず
、
結
果
、
職

員
に
責
任
を
負
わ
せ
自
ら
に

甘
い
の
で
は
。
全
容
は
判
っ

て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
の

責
任
を
取
り
今
後
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

反
省
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。Ａ

私
を
含
め
て
謝
罪
、
補

償
を
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
は
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
市
民
・
職
員
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
は
。

Ａ
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
9
回
、
職
員
と
は

中
堅
・
若
手
に
民
間
発
想
的

経
営
感
覚
を
、
出
先
機
関
に

も
何
度
も
訪
問
し
、
私
の
考

え
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

石
井
俊
夫
議
員

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
　
不
祥
事
の
対
応

「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
」
人

い
き
い
き
、
緑
さ
わ
や
か
、
活

力
あ
ふ
れ
る
袖
ケ
浦
の
実
現
に

向
け
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ

つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
基
本

に
、「
人
と
ま
ち
の
明
日
を
育

み
安
心
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る

予
算
」
と
し
、
子
育
て
支
援
、

教
育
関
連
施
設
の
整
備
、
都
市

基
盤
の
整
備
な
ど
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
213
億
2
千
万
円
で
、

前
年
度
対
比
2.6
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
、
各
特
別
会
計
及
び
企

業
会
計
の
合
計
は
、
148
億
7
千

642
万
9
千
円
で
前
年
度
対
比

4.2
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
総
額
は
、
361
億
9

千
642
万
9
千
円
で
前
年
度
対
比

3.2
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～人とまちの明日を育み、
安心と幸せを実感できる予算～

平成23年度当初予算

1.一般会計及び特別会計

2.水道事業会計

一　般　会　計

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

公共下水道事業

計

合　計

213億2,000万円

62億9,100万円

0万円

3億5,300万円

29億6,100万円

7億7,700万円

16億7,800万円

120億6,000万円

333億8,000万円

207億8,000万円

60億7,900万円

130万円

3億6,200万円

27億6,200万円

5億2,400万円

17億5,600万円

114億8,430万円

322億6,430万円

5億4,000万円

2億1,200万円

△130万円

△900万円

1億9,900万円

2億5,300万円

△7,800万円

5億7,570万円

11億1,570万円

2.6

3.5

皆減

△2.5

7.2

48.3

△4.4

5.0

3.5

会　計　名
平成23年度
当初予算額

平成22年度
当初予算額

増　減　額
増減率
（％）

特
別
会
計

区　分
平成23年度
当初予算額

平成22年度
当初予算額

増　減　額
増減率
（％）

収益的収支

資本的収支

合　計

収入

支出

収入

支出

収入

支出

18億3,059万円

17億6,608万円

4億8,357万円

10億5,035万円

23億1,417万円

28億1,643万円

18億7,157万円

18億 268万円

4億9,264万円

9億9,609万円

23億6,421万円

27億9,877万円

△4,098万円

△3,660万円

△907万円

5,426万円

△5,004万円

1,766万円

△2.2

△2.0

△1.8

5.4

△2.1

0.6

吉岡淳一議員の通告していた一般質問については、本人の意思によ
り、震災被災者の支援対策のための時間にあてられるよう執行部に要
望し、後日改めて質問することとなりましたので、掲載はありません。

昨年10月に実施しました海外行政視
察の報告書が完成しました。
報告書は市役所2階の市政情報室と

市議会ホームページでご覧いただけま
す。

議会映像をインターネット公開しています。
本会議終了後、おおむね10日以内にホームページ上で見ることができます。
市のホームページ（http://www.city.sodegaura.chiba.jp）から市議会のページをクリックしてご覧ください。

映像部分のフルスクリーン表示もできます。

画面 
イメージ 
画面 
イメージ 

映像提供 
イメージ 
映像提供 
イメージ 

イメージ

お詫び：2月23日に開催いたしました本会議の開会映像の一部が、機械トラブルにより収録できませんでしたので、インターネットによる映
像で該当部分をご覧いただけません。深くお詫び申し上げます。

※金額は、各項目で1万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。
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３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
つ
き
ま

し
て
は
、
改
め
て
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。一

日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
う
と
と
も
に
、
今

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

３
月
の
定
例
会
で
は
、

12
名
の
議
員
か
ら
多
方
面

に
渡
る
一
般
質
問
が
あ

り
、
活
発
な
質
疑
が
さ
れ

ま
し
た
。

後
日
に
行
わ
れ
た
23
年

度
の
予
算
審
査
特
別
委
員

会
で
は
大
震
災
に
関
し
て

の
防
災
対
策
を
は
じ
め
、

３
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重

審
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
未
曽
有
の
災
害

に
直
面
し
、
今
ほ
ど
互
い

の
心
を
つ
な
ぎ
、
励
ま
し

合
う
「
共
生
社
会
」
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時

は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
災
地
か
ら
映
し
出
さ

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
心
が
救
わ
れ
ま
す
。

将
来
の
袖
ケ
浦
市
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
「
支
え
合
う
社
会
」
を

目
指
し
た
街
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
の
定
例
議
会
で

は
、
皆
様
の
傍
聴
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

議案番号 件　名　等 議決結果
議案
第1号

議案
第2号

議案
第3号

議案
第4号

議案
第5号

議案
第6号

議案
第7号

議案
第8号

議案
第9号

議案
第10号

議案
第11号

議案
第12号

議案
第13号

袖ケ浦市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び袖ケ浦市一
般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
（主な内容）
労働基準法の改正に伴い、職員の時間外勤務が月60時間を超
えた場合において、当該手当の支給割合の引き上げに代わる時
間外勤務代休時間を設けること、及び職員に給与を支給する際
に控除することができるものを整備すること、並びに管理職手
当を管理職員の職務と職責を端的に反映できるよう定率制から
定額制にするため、条例の一部を改正するものです。
袖ケ浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
平成21年10月から平成23年3月までの間、暫定的に引き上げ

た出産育児一時金の支給額を平成23年4月から恒久化すること、
及び国民健康保険法の一部改正に伴い関係条文を整理するた
め、条例の一部を改正するものです。
袖ケ浦市農業集落排水処理施設条例及び袖ケ浦市農業集落排水
処理施設のうち流末を公共下水道へ接続する区域の管理条例の
一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
農業集落排水処理施設の管理運営にかかる収益的支出のう

ち、維持管理費を使用料で賄うことを目的に農業集落排水処理
施設使用料金の改定を行うとともに、使用料金を消費税を含む
表示にするため、条例の一部を改正するものです。

袖ケ浦市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
下水道事業の財政運営の健全化及び受益者負担の適正化を図
ることを目的に下水道使用料金の改定を行うとともに、使用料
金を消費税を含む表示にするため、条例の一部を改正するもの
です。

市道路線の認定について
（主な内容）
宅地開発事業により築造された道路を市道路線として認定する
ことについて、道路法の規定により、議会の議決を求めるものです。
平成22年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第6号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2億9千321

万7千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ209
億6千741万3千円とするものです。

平成22年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億4千960万

7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ62億
5千703万5千円とするものです。

平成22年度袖ケ浦市老人保健特別会計補正予算（第2号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ247万5千円を
追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ419万8千円と
するものです。
平成22年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ334万円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3億5千866万
円とするものです。

平成22年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第2号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ4千411万6

千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ27億5
千445万1千円とするものです。

平成22年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
2号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1千2万3千

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5億1千
816万7千円とするものです。
平成22年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
（主な内容）
既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ4千241万8

千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ17億1
千358万2千円とするものです。

平成22年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第3号）
（主な内容）
収益的収入及び支出において、支出を831万円減額し収益的

支出予定額を18億27万1千円とするものです。また、資本的収
入及び支出において、支出を4千708万1千円減額し、資本的支
出予定額を9億5千99万円とするものです。

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
励波　久子

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
励波　久子

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 龍夫
田邊　恒生
福原　孝彦
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 龍夫
田邊　恒生
福原　孝彦
篠 典之

欠席した議員
励波　久子

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
励波　久子

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子
原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 典之

欠席した議員
励波　久子

議案番号 件　名　等 議決結果
議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第17号

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

議案
第23号

諮問
第1号

陳情
第16号

陳情
第18号

発議案
第1号

平成23年度袖ケ浦市一般会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ213億2千万円と定
めるものです。

平成23年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ62億9千100万円と
定めるものです。

平成23年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ3億5千300万円と

定めるものです。

平成23年度袖ケ浦市介護保険特別会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ29億6千100万円と
定めるものです。

平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ7億7千700万円と

定めるものです。

平成23年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算
（主な内容）
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ16億7千800万円と
定めるものです。

平成23年度袖ケ浦市水道事業会計予算
（主な内容）
収益的収入及び支出において収入を18億3千59万3千円とし、

支出17億6千607万6千円とするものです。また、資本的収入及
び支出において、収入を4億8千357万4千円とし、支出を10億5
千35万3千円とするものです。
千葉市ほか10市1町8一部事務組合消防指令事務協議会規約の
制定に関する協議について
（主な内容）
共同して消防指令事務を管理し、及び執行するため、平成23
年4月1日から千葉市ほか10市1町8一部事務組合消防指令事務協
議会を設置することに伴い、同協議会規約を制定することにつ
いて、関係地方公共団体と協議するに当たり、地方自治法の規
定により議会の議決を求めるものです。
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制
定に関する協議について
（主な内容）
千葉県市町村総合事務組合の組織団体である館山市及び南房
総市学校給食組合が平成23年3月31日をもって解散することに
伴い、組合を組織する団体の数の減少及び組合規約の一部を改
正することについて、関係地方公共団体と協議するに当たり、
地方自治法の規定により議会の議決を求めるものです。
固定資産評価員の選任について
（主な内容）
固定資産評価員宮原寛充氏が、平成23年3月31日をもって退

任することに伴い、その後任に鈴木啓二朗氏を選任することに
ついて地方税法の規定により、議会の同意を求めるものです。

人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
人権擁護委員齊藤哲夫氏が平成23年6月30日をもって任期満

了となるため、同氏を再推薦することについて、人権擁護委員
法の規定により、議会の意見を求めるものです。
小学校教師のありかたについて
（主な内容）
指導力不足により、児童に適切な指導ができない教員に対し

て、再教育制度が受けられる体制を整えることなど6項目につい
て、千葉県教育委員会に対して意見書の提出を求めるものです。
容器包装リサイクル法を見直し、発生抑制と再使用を促進する
ための仕組みの検討を求める陳情
（主な内容）
容器包装リサイクル法の役割分担を見直し、分別収集・選別

保管の費用を製品の価格に内分化することなど、３項目につい
て、国に対して意見書の提出を求めるものです。
容器包装リサイクル法を見直し、発生抑制と再使用を促進する
ための仕組みの検討を求める意見書について
（主な内容）
陳情第18号の願意に沿い意見書を国に提出するものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之
原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之
原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之
原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之
原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
田邊　恒生
篠 典之
原案可決

（賛成多数）
原案に反対した議員
篠 龍夫
励波　久子
田邊　恒生
篠 典之

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
励波　久子

原案可決
（全員賛成）
欠席した議員
励波　久子

原案同意
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之

原案同意
（全員賛成）

不採択
（賛成なし）

採択
（全員賛成）

採択
（全員賛成）

3 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧
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